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[ 70 都市の動向 ] 

 

中国国家統計局は、4月 18 日に 2013 年 3 月の 70 大中都市住宅販売価格変動状況を発表した。新

築商品住宅（除く保障性住宅）価格の動きを見ると、前月と比べて最も大きく上昇したのは上海市

で前月比 3.2％、第 2位が深圳市（広東省）で同 2.8％、第 3位が北京市で同 2.7％と、沿海部に位

置する大都市の価格上昇が目立った。他方、下落したのは温州市（浙江省）だけとなった（図表-1）。 

 

(図表-1) 

新築商品住宅（除く保障性住宅）価格の動き（2013年3月）
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また、1 年前と比べて見ると、最も上昇率が高かったのは北京市と広州市（広東省）で前年同月

比 11.2％、第 3位は深圳市（広東省）で同 9.1％だった。これらの都市の上昇率は今年の名目成長

率（見込み）を上回るような勢いである。他方、下落した 2都市（温州市、寧波市）はいずれも浙

江省の都市で、温州市が前年同月比 9.8％の下落、寧波市が同 3.5％の下落となった（図表-2）。 
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○ 中国国家統計局が 4 月 18 日に発表した全国 70 都市の住宅価格の動きを見ると、北京市と広州

市（広東省）では新築商品住宅（除く保障性住宅）の価格が前年同月比 11.2％の上昇となり、今

年の名目成長率（見込み）を上回るような勢いとなってきた。 

○ また、住宅価格の推移を振り返ると、昨年 5 月をボトムに緩やかに上昇し始めた住宅価格は、今

年１月には過去最高値（2011 年 6 月）を上回り、3 月も史上最高値を更新している。中国では住

宅バブル懸念は再び高まっており、今後の不動産規制の行方が注目される。 
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(図表-2) 

新築商品住宅（除く保障性住宅）価格の動き（2013年3月）
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[ 全体の動向 ] 

 

一方、中国国家統計局が発表したデータを元に、前月比で価格が上昇した都市の数から下落した

都市の数を引いたネット都市数を計算して見ると、昨年 5 月まではマイナス超過だったネット都市

数が昨年 6月にプラス超過に転じ、その後は一進一退ながらも徐々にプラス超過の数が増え、今年

3 月には 67 に上昇しており、住宅価格の上昇は全国各地に及んできたようである（図表-3）。 

また、住宅価格の動きをマクロ的視点で大局的に捉えるため、2010 年 12 月までの旧方式と 2011

年 1 月以降の新方式のデータを当研究所で接続してみたのが図表-4 である（正確性には問題もある

が大局を捉えるには支障ないと思われる）。これを見ると、昨年 5 月をボトムに緩やかに上昇し始

めた住宅価格は、今年１月には過去最高値（2011 年 6 月）を上回り、3月も史上最高値を更新して

いる。このように住宅バブル懸念は再び高まっており、今後の不動産規制の行方が注目される。 

 

(図表-3) (図表-4) 

新築商品住宅（除く保障性住宅）価格の変動状況
（前月比で上昇した都市の数-下落した都市の数）
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新築住宅販売価格（70都市平均）の推移
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（注２）2010年12月までは旧方式のデータを使用している

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報

提供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


